契約　(店舗販売の場合)


T:　靴屋の店員（先生が演じる）
A:　中学生の消費者（消費生活相談員が演じる）


＜Aは、スニーカーを買おうと思ってショッピングに来ている＞

T:　いらっしゃいませ～何かお探しですか?
A:　スニーカーを探してるんですけどぉ
T:　どんな感じの?
A:　ピンクのかわいいのがいいなぁ
T:　それならぴったりのがあるよ。これなんてどう?
A:　わぁ、これかわいい!　
T:　これねぇ、すっごく人気なんだ。実は、昨日やっと入ってきたんだよ。だから早く買わないと、すぐ売り切れちゃうよ。
A:　えっっ！そうなんだ。じゃあ、今日は買う気で来たし、これ、もらいます!
でも、今から洋服も見たいし、スニーカー持って買い物するのも重いし、帰りに取りに来るのでそれまで預かってもらえますか。
T:　いいですよ。でも今日中に来てね。
A:　はぁ～い。

↓　＜Aが、洋服を買おうと他のお店をブラブラしていると、＞

A:　あっ！このスニーカー、さっきのお店のと一緒だ!　しかもこっちの方が500円も安いし!うん、こっちで買っちゃお。さっきのお店では買うって言ったけど、まだ、お金は払ってないし、まっいいか。
すみません、このスニーカー、ください!!


<さて、このＡちゃん、さっきのお店でも買うっていったけど、これっていいの???>
・いいと思う人。
・だめだと思う人。
→なんでいいの?　　なんでダメなの?　

そう。口約束でも契約は契約です。守らないといけません!
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